
 

 

 

２０２２年 11 月６日<降誕前第 7 主日>  
聖餐式 

No. 22515(32) 

年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」 

１.礼 拝 順 序 

          司 式  役員 

  奏 楽  オルガニスト 
 前 奏  

      

招 詞 わたしたちの先祖は、エジプトで驚くべき御業に目覚
めず豊かな慈しみに心を留めず海辺で、葦の海のほと
りで反抗した。主は、御名のために彼らを救い力強い
御業を示された。葦の海は主に叱咤されて干上がり彼
らは荒れ野を行くように深い淵を通った。主は憎む者
の手から彼らを救い敵の手から贖われた。彼らを苦し
めた者はすべて水に覆われ生き残る者はひとりもなか
った。（詩編 106 編 7-11 節） 

○ 讃 美 歌 二編 1番(1．2．4節) 次ページ 

 主 の 祈 り 次ページ 

○ 交 読 文 ４詩編１６篇        

〇 信 仰 告 白 使徒信条 次ページ 

 聖 書 イザヤ書５３章４～５節        (旧約 P.1149） 
マタイによる福音書８章 1～17節    (新約 P.13） 

 祈 祷    米倉美佐男牧師  
 説 教 ｢わたしたちの病をいやす主イエス」 
 祈 祷  米倉美佐男牧師 

〇 讃 美 歌 一編２６７番(１、２節) 次ページ 

 聖   餐                   配餐:役員 

 讃 美 歌 ２１-５０４番(１、３節) 
 奉 献 お当番           
 讃 美 歌 ２１-６５-２番 

〇 頌 栄 ２１-２９番 

〇 祝 祷 米倉美佐男牧師 
 報 告  

 祈 り の 時 後任牧師を迎えるよき準備ができますように 
伝道献身者が起こされるように。 

 後 奏  

２. 集 会 案 内 

〇教会学校 9：30～ ＣＳ教師 
○礼拝前祈祷会 10：15 於：礼拝堂前方 
〇礼拝後お掃除 礼拝堂・教育館 
〇11月定例役員会 15：00～於：教育館 
※聖書研究・祈祷会は休会中です。 
 それぞれの場にあってお祈りください。 

聖 書 (聖書日課・木曜日) マルコ 4：35～41 

今月の 

祈り 

• 後任牧師を迎えるよき準備ができますように 

• 伝道献身者のために、神学校のために、宣教師のために。 

• 教区祈りのカレンダーより祈る教会：永福町教会 
髙柳竜二牧師・創立 1877 年 現住陪餐 24 礼拝出席 15 

祈祷会出席 9 予算 1007 万円 ・ 

「祈りの課題」教会に集っている高齢者の健康が守られ、 

信仰生活が祝されますように。  

○次週主日礼拝 11月 13 日(日)１０時半  
降誕前第 6 主日・     

「平和の主、主の平和」 

イザヤ書 11 章：1～10節   
野田 沢 牧師 

司 式：役員   奏 楽:オルガニスト 

礼拝当番：お当番 

招  詞:マタイによる福音書 11章 28節 交読文：29詩 121篇 
讃美歌：21-120（1,4,6） 21-430（1,2） 
〇礼拝前祈祷会 10:15 於：礼拝堂前方 

〇礼拝後お掃除 礼拝堂・教育館  
  

○印は起立ですが、お体に差しさわりのある方は、ご無理なさらず、おかけ

になったまま礼拝をお守りください。 



 

【主の祈り】 

天にまします我らの父よ。 

願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。 

御国（みくに）を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用（にちよう）の糧（かて）を 

今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を我らが赦（ゆる）すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試（こころ）みにあわせず、 

悪より救いだしたまえ。 

国と力と栄えとは、 

限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 

アーメン。 

【使徒信条】 

我は天地の造り主ぬし、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの

主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊（せいれい）によりてやどり、処

女（おとめ）マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだり、三日目に死人

のうちよりよみがへり、天に昇のぼり、全能の父なる神の右に座したま

へり、かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審（さば）きたまわ

ん。我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し（ゆる

し）、身体（からだ）のよみがへり、永遠（とこしえ）の生命（いのち）

を信ず。 アーメン。 

【讃美歌二編１】 

１． こころを高くあげよう。 

主のみ声にしたがい、 

ただ主のみを見あげて 

こころを高くあげよう。 

２． 霧（きり）のようなうれいも、 

やみのような恐れも、 

みなうしろに投げすて、 

こころを高くあげよう。 

４． おわりの日がきたなら、 

さばきの座を見あげて、 

わがちからのかぎりに、 

こころを高くあげよう。 

【讃美歌２６７】 

１． 神はわがやぐら、わがつよき盾（たて）、 

苦しめるときの、近きたすけぞ。 

おのが力 おのが知恵を たのみとせる 

陰府（よみ）の長（おさ）も などおそるべき 

２． いかに強くとも いかでか頼（たの）まん、 

やがては朽（く）つべき 人のちからを。 

われと共に 戦いたもう イエス君こそ 

万軍（ばんぐん）の主なる あまつ大神（おおかみ） 

 


